
1935（昭和 10）年の新聞紙面 1940（昭和 15）年の新聞紙面

1935 年 5 月 20 日付『東京朝日新聞』朝刊 11 面（朝日新聞社所蔵，承認
番号 22-3176）※朝日新聞社に無断で転載することを禁じます

1940 年 8 月 3日付『東京朝日新聞』朝刊 7面（朝日新聞社所蔵，承認
番号 22-3176）※朝日新聞社に無断で転載することを禁じます

外国人をみたらスパイと思え？ 1931（昭和 6）年満州事変勃発，1934 年国際連盟からの脱退により，
日本の動向は世界の注目を集めることとなり，それに伴いインバウン
ドが増加しました。1935 年の新聞紙面には，訪日外国人をスパイ視

することは「止めよう」と外務省が警察に求めていると報じていますが，1940 年の新聞紙面には，外国人観光客を見たらスパイ
と疑えと憲兵当局は注意喚起していると報じています。これは憲兵によるスパイとみなされたイギリス人一斉検挙事件を理由とし
たもので，わずか５年で外国人を排除する空気が醸成されていったことがわかります。※プライバシーに配慮し，記事の一部に加工を施しています


